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北陸の観光の現状

北陸の観光は
金沢市の観光地に集
中している（兼六
園、21美、ひがし茶
屋街など）



県別観光入り込み客数(推計)

石川県

富山県

福井県

24,588千
人(43％)

15,614千
人(28％)

16522
千人
(29％)

単位：千人,％

金沢地域

加賀地域

白山地域

能登地域

10,335千
人(42％)

5,580千人
(23％)

896千人
(４％)

7,778千人
(31％)

地域別観光入り込み客数(推計)

約半数の観光客が金沢地域へ



北陸観光の課題

①過度な混雑、
長い待ち時間等による
ストレス
「観光客」→待ち時間により

充分に観光地を楽しめない

人混みに対する不快感

「サービス側」→客対応の不十分

客とのつながりができない

「地元民」→交通が不便に

本来の生活が難しくなる

混雑することは
「観光客」「サービス側」「地元民」

に不幸
誰もが心地よく北陸にいてほしい



課題②
商品を消費して終わる観光

学びや地域理解が乏しい

金沢で着物レンタル

→着物を着て写真を撮ることに集中

訪れた場所・施設の理解は乏しい

金箔を使った料理

→地域資源の価値の理解につながらな
い

恐れがある。地域に馴染みはない

観光客に
「薄っぺらな観光」は
してほしくない！
北陸の奥深さを
理解してほしい



課題③
一部の人気地域以外の地域
の魅力が伝わらない

PRを行っていても見てもらえない

人気地域に限定された広告

→一時期、金沢市の観光がテレビで

連日取り上げられていた

日帰り旅行

→記憶に残る旅行、人と関わることは難し
い

北陸に宿泊をしてほしい
郊外や

今まで注目されていなかった
地域に目を向けてほしい



注目したのは

加賀市

あわら市



なぜ？？加賀温泉？芦原温泉⁇

・北陸新幹線が2023年春、金沢から敦賀まで延伸予定

→古くからの温泉街であり多くの資源がある！！！

PR活動や町おこしが盛ん！！

一方で

若い家族は観光にあまり来ない。

来た人も旅館で食事して温泉に入ってすぐ帰ってしまう面も

2018.08.10撮影 新幹線高架の工事が進む

観光客と地域の文化や食、人とのつながり
を創り出しやすいのではないか？

温泉は一泊する理由にもなり、

これからがアツい地域なのではない

か？



フィールドワーク：加賀市

2018.08.10 加賀まれびと交流協議会の方々との協議

独自で他とは違うものを作ろうと
取り組んでいる農家や町おこしと
して新たな活動をする人がいる。

新幹線延伸後の客足が心
配。

付加価値作りが大事
実際に来ることで感動が増

す。

動画を利用したPR
他とは違う体験イ
ベントはたくさん

ある。



北陸食材クエスト
私たちが考える提案とは…



コンセプト

−旅の数だけ、冒険がある−

スマホ片手に北陸を駆け巡ろう。クエストは目の
前の景色全てに広がっている。ゴールで待つのは最
高の料理と、この冒険で得た思い出。

さぁ、見たことのない世界へ飛び込もう！



旅の流れをRPG風に表すと
①勇者達、町に到着。

②勇者達、クエスト依頼をうける。

③勇者達、クエストに挑む。

④その場所で様々な体験をして食材を手に入れクエスト
クリア。

(④を３回繰り返す)（道中自由行動あり）

⑤宿に到着、冒険の疲れを温泉で癒す。

⑥手に入れた食材でできた料理をいただく。

⑦翌日「冒険の書」を受け取る。解散、自由行動。



北陸クエストはRPG風の食材集め！

01 02 03パーティーで
攻略

何かの役割を持っ
たメンバーたちで
攻略するのがRPG
今回は家族、友人
グループが主役と
なって食材集め

ミッション達
成で食材集め

目的達成のため冒険
するのがRPG
今回は、専用スマホ
アプリを見ながら
様々な体験を達成し
て食材を集める！
そして、食材は思い
出と料理になる

誰でも熱中

RPGは子供から大人
まで楽しめる
子供や若い人にも
興味を持ってもら
える
さらに、旅行も物
語と目標があれば
一味違ったものに
なる



具体的な設定

• ターゲット…30代夫婦と子供（10歳前
後）、2～30代の友人グループ

• 日程…1泊2日

• 宿泊場所…加賀温泉郷・あわら温泉

• 移動手段…自家用車、レンタカー

（公共交通機関でも可能！）

• 料金…20,000円程度

• 所要時間(クエスト)…7時間30分程度

2018年8月10日 栢野の大杉にて



アプリのクエスト画面

クエスト一覧

23c

【体験】紅い人魚を捕まえて！！
小浜の浜辺▲ 38分 ４ｃ使用

【訪問】北前船の港はどこじゃ？

三国町北前船の館1時間10分 3ｃ使用

【採集】黄金草を手に入れろ
あわら市 45分 2ｃ使用

・クエストの成功条件は選ん
だ食材を取って、写真を撮っ
てアプリ上に投稿すること

・食材を入手する際は独自通
貨「メダル」を使用する

・クリア後には、撮った写真
をまとめた冊子(冒険の書)と
修了証(勇者の証)がもらえ
る。



【体験】 天然のチーズを見つけ出せ！

体験型クエスト アウトドア 真夏限定クエスト

メインターゲット 海のチーズを入手
サブターゲット 採れたての昆布
目的地 加賀市沖地先海域（橋立）
必要金 1人 2クエストコイン
所要時間 30分～60分

依頼詳細 海のチーズは一見ただの石ころだ！
冒険者の君たちは浅い海に潜って海のミルクを集めてくれ！
もちろん採れた分はその場でも味わってくれ。
橋立の美しい景色と海、そして加賀温泉郷屈指の夏のごちそう
を是非、味わってくれ！！



例えば、こんなクエストを・・・

【採集】加賀市水耕栽培トマトの食べ放題体験＋農場見学

「水上スイーツ再発見！！」
【体験】氷見ぶりつかみ取り体験

「出世者を生け捕りにしてください。」
【訪問】加賀市鴨池を訪問、鴨池伝説を知り、鴨肉を得る。

「竜神様を探してるんです、、、」
【体験】福井県あわら市 ふくこむぎを江戸時代の方法で収
穫

「いにしえの農業を手伝って！！」

クエストでは食材のヒントと場所
が示される

クエストには、お土産店、酒蔵、
御菓子屋といった

注目してほしい地域のスポットも
掲載



メダルについて
• 食材と交換するメダル→食材の値段の幅を考え１枚500
円とする

• 1人あたり、６枚程度購入するものと仮定

• クエストに必要な分を追加することも可能

• 余ったメダルは宿泊地周辺の飲食、

土産の購入などに使える

地域内通貨のように、余ったメダルは宿泊地周辺で使え
るようにすることで観光消費増につながる。



モデルルート、食材紹介

提案の効果



モデル観光客１（7月に参加）

大阪から北陸にやってきた丸池一家
父：治夫
38歳。子供に地域文化への関心を持ってほしい。
家族で一緒に体験をして良い思い出にしたい。

母：真美子
36歳。子供の勉強になることをし、色々な人とコ
ミュニケーションがとれるようになってほしい。
ツアーが良かったらママ友に広めたい。

娘：穂乃果
10歳。パパ、ママと何かして楽しみたい。夏休み
の自由研究にもなるかも。

ツアー当日の早朝に
大阪を出発。（自家
用車）
9時に福井に到着
し、準備してから参
加

30代ママ友ネットワークは活用できる

父には子供との思い出に

子供にとっては夏休みの自由研究や食育の機
会、

コミュニケーションをとる機会に



モデルルート１（自家用車で移
動）

10：30 福井市
スタート、ふく
こむぎの坂井市
へ 15：00 加賀市到着 水

耕栽培のトマト収穫
16：00 橋立港で天然岩
カキの収穫（夏が旬）
18：00 加賀温泉到着
温泉後夕食

11：00 坂井市到着 ふ
くこむぎの収穫、坂井市
の観光

13：00 あわら市
あわらフルーツラン
ドでフルーツの採集

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWw4Ogi9DcAhWDfLwKHf4PBfMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ntt-west.co.jp/freewifi/&psig=AOvVaw14foHE3vIBAKFJ_fVD7Sy8&ust=1533358331800504


モデル観光客２（11月に参加）

東京から来たOLの同僚2人

亜里沙：25歳。東京での生活に大分慣れてきたこ
ろ。地元は福井で北陸での観光ツアーを探してい
た。汚れるのが嫌だが、歴史文化などを見て回り
たい。

春香：24歳。地元は熊本で、北陸へは初上陸。食
べるのが大好き。北陸は美味しい食べ物が多いと
聞きわくわくしている。アクティブな活動は少し
苦手。

ツアー前日の夜に
加賀に到着し、一
泊してから参加す
る予定



モデルルート２（公共交通機関で移動）

16：30 福井市で板垣大根
を調達
その後あわらへ（JR北陸本
線：福井～芦原温泉）

15：00 坂井市で竹田の油揚げ
の生産工程を見学、調達
その後丸岡城の見学
福井市へ移動（JR北陸本線：丸
岡～福井）

10：30 加賀市を出発（バス）
11：00 加賀市の橋本酒造資料館で酒
蔵の見学、地酒の調達
12：30 鴨池観察館の見学、鴨肉の調
達
その後坂井市へ（JR北陸本線：加賀温
泉～丸岡）

18：30 一乗谷、北の庄城址
などを観光しながら
芦原温泉へ

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWw4Ogi9DcAhWDfLwKHf4PBfMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ntt-west.co.jp/freewifi/&psig=AOvVaw14foHE3vIBAKFJ_fVD7Sy8&ust=1533358331800504


食材の選定
選定は？

1. 地元に馴染みのその地域の食材
作られ方、採られ方が独自、伝統的、

ユニーク
2. 季節限定などさまざまな価値がある
3. 作っている農家の人、採っている漁師

の人、加工している人が分かる

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWw4Ogi9DcAhWDfLwKHf4PBfMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ntt-west.co.jp/freewifi/&psig=AOvVaw14foHE3vIBAKFJ_fVD7Sy8&ust=1533358331800504
http://www.fukuishimbun.co.jp/articles/gallery/2131?ph=1
http://tabimati.net/wp/wp-content/uploads/2014/02/tomato_image02.jpg


食材選定：北陸ピザ

加賀のトマト
・水耕栽培でこだわりを持って作られる
・年中いつでも甘みがある

ふくこむぎ
・福井県立大学の10年の研究成果
・昔ながらの手法で製造

橋立の岩ガキ
・国定公園の海岸が生んだ天然
モノ

・濃厚な風味

http://tabimati.net/wp/wp-content/uploads/2014/02/tomato_image02.jpg
http://www.fukuishimbun.co.jp/articles/gallery/2131?ph=1


食材選定：北陸鴨鍋

鴨肉

・伝統の坂網猟でとられる油ののっ
た鴨

・天然なので臭みがない、栄養豊富
竹田の油揚げ
・93年の歴史をもつ谷口屋
・福井県（市）は日本一油揚
げ
を食べることで有名

・福井市民も認めた味
板垣大根
・小ぶりで辛みのある大根
・肝臓の脂肪を抑える効果
あり



1人当たり
の

ツアー料金

宿泊費 10000円

夕食代(別途） 5000円

メダル交換 3000円（4人の
場合1人当たり）

レンタカー代等 2000円（4人の
場合）

計 20000円

ツアーの基本金額は 20000円
を想定

経済効果



食材の金額の概算（1人当たり）

モデルコース１の場合
• あわらフルーツランドで
のフルーツ狩り：1000円

• ふくこむぎ：500円

• 水耕トマト：300円

• 橋立の岩ガキ：1000円

計 2800円

• 板垣大根：300円

• 竹田の油揚げ：600円

• 橋本酒造の見学、試飲：
0円

• 加賀の鴨肉：約1000～
2000円

計 約2400円

モデルコース２の場合



経済効果
• 1日１組×年間120日＝120組で計算

• 前述のツアー料金＋その他で平均¥25,000と仮定

• 移動費用（往復）は平均¥22,500と仮定

資料１を参考にすると、３～10万円が平均旅費なので…

(中央値) − (運賃＋ツアー料金)

65,000− (22,500 ＋ 25,000)=¥17,500
観光消費額《ツアー》25,000×120＝年間¥3,000,000の利益

《食費、土産代など》17,500×120＝年間¥2,100,000の利益



経済効果の波及

…クエスト候補地
…駅、レンタカー等拠点
…宿泊地

目標の通り、南加賀・嶺北
地域に観光消費をもたらす
ことが可能

車移動で、エリアが広い
ことを考慮すると、クエ
スト候補以外での消費も
見込める

https://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=2ahUKEwiWw4Ogi9DcAhWDfLwKHf4PBfMQjRx6BAgBEAU&url=https://www.ntt-west.co.jp/freewifi/&psig=AOvVaw14foHE3vIBAKFJ_fVD7Sy8&ust=1533358331800504


・手法 北陸食材クエストでは既存の観光地を避けた

新しいスポットを取り上げる

課題① 過度な混雑、長い待ち時
間等によるストレス

お金儲けだけでなく地域の人との直接的なつながりを通し
た、地域の人の誇りの創出、地域の理解につながる、
持続可能な観光

・結果
観光客側は待ち時間やストレスが
なく、満足感のある質の高い観光
を楽しめる
サービスする側も十分なサービス
を提供でき、観光客と話すことで
地域の魅力の相互理解が得られる



課題② その地域の歴史を理解したり、地域の人と交流す
るような深い観光が出来ていない

手法 食材を集める過程で文化や歴史、地域
を

学ぶ機会が設けられている

•地域の人、旅館の人、農家の人などとの触れ合
い、人とのつながりという魅力がある

現地に行くことで感動が増す！

思い出にも残りやすくなる
あの場所、あの人がいるから、あの旅館が

良いから
というリピートを生み出す



・課題③ 人気地域以外の地域の魅力が伝わらない

• 手法 郊外や農家を目的地とするように定めている

• 一日かけるツアーであり、温泉に入ってもらうことや
夕食を食べてもらうことが目的

• 今までになかったものや地元に馴染みのものに注目

新しい地域資源の発掘
魅力発信の新たな方法として注目

奥深く、ゆっくりした観光に不可欠な
宿泊を達成



まとめ

提案を通して

北陸地方のすべての地域が輝ける観光
まちづくりが実現することを
目指します

冒険はつづく



ご清聴
ありがとう
ございました


